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[表紙写真]1960年代のオニバス自生状況（石川県）

写真のオニバスは昭和38年 （1963年）8 月，石川県にお‘ける最後の自生地，金沢 

市北間町（河北潟に隣接した土地）のクリークに群生していたものです.刺だらけ 

で，クリークをふさぎ農作業のじゃまになるので，蛇 蓮 （じゃばす）とよばれ嫌わ 

れていたようです.ここのオニバスは，耕地整理と工業団地の造成で次第に生育場 

所を失い，最後の群落が昭和44年 （1969年）12月，金沢港工業団地造成のブルドー 

ザーの下敷きとなって絶滅したと聞いております.古く，大正15年に発行された 

「石川県天然記念物調査報告第2 輯」で，その絶滅が心配されていたものなのに， 

惜しいことをしました.

(写真と文：本 多 郁 夫 )


